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ポスター発表P11　第1日

P11 ポスター発表 第1日（8月28日）　　9 : 30～11 : 00 4号館4F 4403

在席責任時間　奇数番号：9 : 40～10 : 25　偶数番号：10 : 05～10 : 50

P11-01 他者からの恨み感受性尺度作成の試み ◯佐藤　栄晃 関西大学

 北村　英哉 東洋大学

P11-02 大学生の飲酒と規範の関連へのセルフコントロールの

調整効果 （2）
飲酒についての態度と価値割引に着目した検討

◯後藤　崇志 滋賀県立大学

P11-03 良性 ・悪性妬みとシャーデンフロイデの関連について ◯相羽　将智 広島大学

 坂田　桐子 広島大学

P11-04 もったいない感情の発達的変化に関する研究 ◯黒川　雅幸 愛知教育大学

P11-05 場面想定法による感情の3次元モデルの検証 ◯佐藤　俊雄 東洋大学

 堀毛　一也 東洋大学

P11-06 社会経済的地位と怒り表出のメカニズム

心理的特権意識の媒介効果の検討

◯志水　裕美 関西学院大学

 清水　裕士 関西学院大学

P11-07 妬みの知覚が資源分配に及ぼす影響

―妬みを知覚する際の言語的手がかりに注目して―

◯井上　裕珠 日本大学

P11-08 畏敬の念は利他的行動を促進するのか？

認知的スキーマ更新の観点から

◯高野　了太 京都大学

 野村　理朗 京都大学

P11-09 ダークトライアドが皮肉へのユーモア生起に及ぼす影響

逸脱の無害化がユーモアへとつながる

◯三好　理央 追手門学院大学

 浦　光博 追手門学院大学

P11-10 国内旅行のモチベーションがジェネリックスキルに及ぼ

す効果

◯宮川　えりか 立教大学

 小口　孝司 立教大学

P11-11 特性 ・状態向社会性尺度の作成と信頼性 ・妥当性の

検証

◯川本　大史 中部大学

 吉田　綾乃 東北福祉大学

 金井　嘉宏 東北学院大学

 入戸野　宏 大阪大学

P11-12 所得格差情報が多元的公正感に及ぼす効果の検討 ◯川嶋　伸佳 京都文教大学

P11-13 中国の大学生における異性不安に関する要因 ◯崔　凌 東洋大学

P11-14 見識ある自己利益がトロッコ課題の行動選択に与える影

響

利己的なだけではだめでも， 他者のためにもなるなら

良い？

◯高松　礼奈 名古屋大学

P11-15 映像のテロップによる面白さの変化

漫才にテロップは必要か

◯玉宮　義之 白鴎大学

 柳田　萌絵 （株）クリーク ・ アンド ・ リバー社

P11-16 共同作業事態における課題表象と共感性の関係

go / no-goフランカー課題を用いた検討

◯木村　ゆみ 愛知淑徳大学

 吉崎　一人 愛知淑徳大学

P11-17 性と社会的スキルの影響

―性と高 ・大学生とのかかわりにおいて―

◯髙田　理衣 中京学院大学

 安念　保昌 愛知みずほ大学
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P11-18 熟慮－実行マインドセットが確証的な情報探索に及ぼ

す影響

◯松崎　圭佑 首都大学東京

 沼崎　誠 首都大学東京

P11-19 争いの被害者のパーソナリティと赦し

視点取得の効果に着目して

◯福本　都 東京大学

 橋本　剛明 東京大学

 唐沢　かおり 東京大学

P11-20 競争的文脈における視点取得が対人認知に及ぼす効

果

文脈から焦点を外した視点取得は他者との対立を弱め

るか

◯平野　万由子 東京女子大学

 工藤　恵理子 東京女子大学

P11-21 都鄙環境の認知と地域ステレオタイプの相補性 ◯矢田　尚也 関西大学

 池上　知子 大阪市立大学

P11-22 矛盾する2つの情報がターゲット人物の印象に与える影

響

～ターゲット人物と所属集団に関する情報が矛盾すると

き～

◯貴島　侑哉 宮崎市立檍北小学校

 笹山　郁生 福岡教育大学

P11-23 顔の同定判断は魅力の影響を受けるか

顔に対する観察経験と魅力の効果の検証

◯藏口　佳奈 追手門学院大学

P11-24 女性美の基準に与える関心 ・意識の影響

美と健康／外見と内面に対する態度に着目した群間比

較

◯山田　雅子 埼玉女子短期大学

P11-25 不道徳な人物との下方比較によるモラルライセンシング ◯古川　善也 日本学術振興会

 中島　健一郎 広島大学

P11-26 他者視点取得が仮想接触の偏見低減に及ぼす効果

―自己高揚動機に注目した検討―

◯榊間　彩加 岐阜大学

 吉澤　寛之 岐阜大学

P11-27 BIAS mapに基づく 「障がい者」 表記の影響の検討 ◯田戸岡　好香 高崎経済大学

 大井　美波 長野県短期大学

 石井　国雄 清泉女学院大学

P11-28 犯罪者の子どもと連合的スティグマ

――遺伝的本質主義の観点から――

◯ターン　有加里ジェシカ 東京大学

 村田　光二 成城大学

 唐沢　かおり 東京大学

P11-29 俗流若者論を自己正当化と社会に対する評価の投影と

して理解する

存在脅威管理理論からの検討

◯脇本　竜太郎 明治大学

P11-30 精神疾患者とネガティブなステレオタイプとの連合に仮

想接触が及ぼす効果

―代替思考としての仮想接触の役割に注目した検討―

◯堀川　佑惟 日本大学

 岡　隆 日本大学

P11-31 潜在的ジェンダー職業ステレオタイプと自己評価の関

係

◯小林　知博 神戸女学院大学

P11-32 内在的公正推論における世代間比較

日米における傾向の把握

◯村山　綾 近畿大学

 三浦　麻子 関西学院大学 ・大阪大学

P11-33 大学での学業遂行と適応を支える心理的特性 （11）
心理的耐久性 （Durability） が大学生活充実感に及ぼ

す影響

◯畑中　美穂 名城大学

 川上　正浩 大阪樟蔭女子大学

 小城　英子 聖心女子大学
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P11-34 道徳的動機が非行少年に対する態度に与える影響

態度の二面性に着目して

◯藤原　佑貴 科学警察研究所

 稲垣　勉 鹿児島大学

P11-35 身体障がい者に対する支援的態度の阻害要因の検討

―社会的支配志向性と優越性脅威の影響―

◯木田　千裕 大阪市立大学

 矢田　尚也 関西大学

 池上　知子 大阪市立大学

P11-36 不思議現象に対する態度と協調的幸福感との関連 （1）
不思議現象に対する態度 （57）

◯川上　正浩 大阪樟蔭女子大学

 小城　英子 聖心女子大学

 坂田　浩之 大阪樟蔭女子大学

P11-37 不思議現象に対する態度と協調的幸福感との関連 （2）
不思議現象に対する態度 （58）

◯小城　英子 聖心女子大学

 坂田　浩之 大阪樟蔭女子大学

 川上　正浩 大阪樟蔭女子大学

P11-38 Dark Triad の対人関係についての検討 ◯田崎　優里 広島大学

 中島　健一郎 広島大学

P11-39 社会性の有無におけるセルフ ・ モニタリングと世間への

関わり方の関連

―社会規範の探索的研究 （20） ―

◯岩淵　千明 川崎医療福祉大学

 小牧　一裕 大阪国際大学

 森上　幸夫 大阪国際大学

P11-40 高信頼者の社会関係はオープンではない？

全国ネットワーク調査のトライアド ・ センサス

◯石黒　格 日本女子大学
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P12 ポスター発表 第1日（8月28日）　　11 : 20～12 : 50 4号館4F 4403

在席責任時間　奇数番号：11 : 30～12 : 15　偶数番号：11 : 55～12 : 40

P12-01 物語接触が関連行動の生起に及ぼす影響

Fantasy Realization Theoryに基づく同一視の抑制的影

響の検討

◯小森　めぐみ 淑徳大学

P12-02 私たちは説得されているのか

事前の態度と唱導方向への説得について

◯伊藤　君男 東海学園大学

P12-03 賛否の異なる2者から説得される状況での態度変容プ

ロセスの検証

◯中村　早希 関西学院大学

 三浦　麻子 関西学院大学 ・大阪大学

P12-04 ゴールコンフリクトが自己の態度認知に及ぼす影響 ◯浅野　龍平 追手門学院大学

 野村　理朗 京都大学

 浦　光博 追手門学院大学

P12-05 解釈レベル理論に基づくHIV検査受検動機促進要因

の検討

◯大澤　裕美佳 大阪市立大学

 池上　知子 大阪市立大学

P12-06 リスク認知とポジティブ志向， 楽観性， 幸福感との関連

について

◯橋本　京子 滋賀大学

P12-07 親密な他者との関係性とリスクテイク傾向 ◯阿形　亜子 奈良女子大学

P12-08 Twitterのプライバシー設定利用動機と自己開示傾向と

の関連

「プライバシー ・パラドックス」 は存在するか

◯澤田　昂大 名古屋大学

 五十嵐　祐 名古屋大学

P12-09 主観的知識量が情報探索行動と電磁波のリスク認知に

及ぼす影響 （3）
―検索容易性での主観的知識量操作による実験的検

討―

◯高木　彩 千葉工業大学

 小森　めぐみ 淑徳大学

 今野　将 千葉工業大学

P12-10 欺瞞的コミュニケーションにおける動機と上下関係の影

響

◯山本　恭子 神戸学院大学

P12-11 オンライン ・ メディアでの発信行動を導く要因

「利用と満足」 研究モデルからの検討

◯大坪　寛子 慶應義塾大学

P12-12 大学生を対象とした日常生活における他者操作方略尺

度の作成と他の変数との関連 （２）

―ダーク ・ トライアドおよび対人ストレッサーとの関連性

についてのパス解析―

◯木川　智美 昭和女子大学

 今城　周造 昭和女子大学

P12-13 社会的排斥が曖昧表情の弁別に及ぼす影響 ◯松尾　和弥 甲南大学 ・日本学術振興会

 大浦　真一 甲南大学

 島　義弘 鹿児島大学

 稲垣　勉 鹿児島大学

 福井　義一 甲南大学

P12-14 表情模倣の可視化システムを用いた共感性向上トレー

ニング

◯谷田　林士 大正大学

 三村　安純 （株）インターワークス

 山屋　奏美 （株）ジャパンビバレッジ東京
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P12-15 テキストベースのコミュニケーションにおける感情伝達の

確信度と正確さの関係

◯加藤　由樹 相模女子大学 ・教育テスト研究センター

 加藤　尚吾 東京女子大学 ・教育テスト研究センター

 小澤　康幸 明星大学

P12-16 LINEグループにおいて返信を待つ間にネガティブ感

情を生じる人の比率 ：

グループの種類及びLINE依存度の影響

◯加藤　尚吾 東京女子大学

 小澤　康幸 明星大学

 加藤　由樹 相模女子大学

P12-17 オンライン上のコミュニケーション行動における理想と現

実の相違

◯石川　真 上越教育大学

 平田　乃美 白鴎大学

P12-18 LINE既読スルー態度の違いによるLINE利用目的の差

異

◯岡本　香 東京福祉大学

P12-19 対人不安傾向と賞賛獲得欲求がSNSでの対人行動に

及ぼす影響

―対面状況との比較による検討―

◯小島　弥生 埼玉学園大学

P12-20 鉄道異常時における乗客救済資源の分配に関する乗

客心理 （1）
―平等性と必要性の原理に着目して―

◯山内　香奈 （公財） 鉄道総合技術研究所

 鈴木　大輔 （公財） 鉄道総合技術研究所

 斎藤　綾乃 （公財） 鉄道総合技術研究所

 菊地　史倫 （公財） 鉄道総合技術研究所

P12-21 援助規範意識と攻撃性、 公正世界信念及び援助行動

との関連

◯山本　陽一 筑波大学

P12-22 援助要請行動に伴う利益とコスト

要請スタイルによる認識の差

◯玉水　克明 追手門学院大学

 浦　光博 追手門学院大学

P12-23 連続したストレス場面における共感とストレスの双方向性

シナリオ課題を用いた検討

◯平岡　大樹 京都大学 ・日本学術振興会

 王　隆基 京都大学

 岩城　帆乃花 京都大学

 大坂　陽子 京都大学

 小島　七海 京都大学

 野村　理朗 京都大学

P12-24 寄付を妨げる要因に関する探索的検討 ◯中島　誠 名古屋学院大学

P12-25 授産製品購入動機と倫理的消費の関係 ◯岩井　阿礼 淑徳大学

P12-26 シャイネスが電話応対行動に与える影響

～シャイネス尺度と電話応対力の関連について～

◯小幡　直弘 北星学園大学

P12-27 感謝表出スキル ・ トレーニングにおける学習内容の質

的分析

◯酒井　智弘 筑波大学

 相川　充 筑波大学

P12-28 女子大学生におけるチームワーク能力トレーニングの実

践

対人関係認知および協同作業の認識の変化

◯渡部　麻美 東洋英和女学院大学

P12-29 対人スキルは対人場面における批判的思考の使用判

断に関わるか

横断的な質問紙調査による探索的検討

◯嘉瀬　貴祥 立教大学

P12-30 海外進出企業従業員におけるソーシャルスキルのストレ

ス緩衝効果

中国人従業員を対象とした男女別検討

◯田中　健吾 大阪経済大学
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P12-31 親密なパートナーへの暴力 （IPV） 尺度の作成と妥当

性の検証 （3）
ビッグファイブ， 共感性， アタッチメント， セルフコント

ロールとの関連

◯喜入　暁 東京大学

P12-32 家族と男女の進化心理学を追試する （2）
Hasleton & Buss （2000）, Laham et al. （2005）, Healey & 
Ellis （2007）

◯平石　界 慶應義塾大学

 孫　徳賦 慶應義塾大学

 高橋　茉初 慶應義塾大学

 藤崎　千佳 慶應義塾大学

P12-33 大学生の友人関係は変化したのか？

2004年と2017年の質問紙調査による比較

◯渡邉　舞 豊岡短期大学

 佐藤　祐基 北星学園大学

 王　怡 小田原短期大学

P12-34 母親コミュニティの帰属心形成プロセスに関する探索的

分析

―定性調査を通じた仮説構築―

◯大戸　朋子 KDDI総合研究所

 塚常　健太 KDDI総合研究所

 新井田　統 KDDI総合研究所

P12-35 大学生が認知する両親との信頼関係 ・心理的分離が

大学適応に及ぼす影響

◯山上　翔平 追手門学院大学

 馬場　天信 追手門学院大学

 金政　祐司 追手門学院大学

P12-36 愛着不安とDTDDが恋愛関係での間接的暴力加害に

及ぼす影響

◯金政　祐司 追手門学院大学

 荒井　崇史 東北大学

P12-37 同性他者の意見にもとづく異性の魅力評価

ターゲットの身体的魅力による調整効果の検討

◯天野　陽一 首都大学東京

P12-38 共同志向性が個人のwell-beingに及ぼす影響

配偶者への恩恵提供に対する後悔に注目して

◯宮崎　弦太 東京女子大学

P12-39 大学生の友人関係における消極的維持 （8）
―対人ストレスコーピングとの関連―

◯安藤　史高 岐阜聖徳学園大学

 高木　邦子 静岡文化芸術大学

P12-40 受容手がかりに対する注意配分と回復に関する検討

―親密性回避の高い個人における回復―

◯伊﨑　翼 広島大学

 小川　景子 広島大学
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P13 ポスター発表 第1日（8月28日）　　16 : 20～17 : 50 4号館4F 4403

在席責任時間　奇数番号：16 : 30～17 : 15　偶数番号：16 : 55～17 : 40

P13-01 加害者による道徳的主張が第三者評価に及ぼす影響 ◯山縣　芽生 大阪大学

P13-02 暴力への潜在的態度が暴力行為に及ぼす影響 ◯荒井　崇史 東北大学

 戸高　美佳 追手門学院大学

 金政　祐司 追手門学院大学

P13-03 アルギニンヴァソプレシンによる先制攻撃行動の促進 ◯河田　淳 東京大学

 永澤　美保 麻布大学

 村田　藍子 早稲田大学

 茂木　一孝 麻布大学

 渡邊　克巳 早稲田大学

 菊水　健史 麻布大学

 亀田　達也 東京大学

P13-04 関係懸念の何がサポート要請の日米差を説明するのか ◯橋本　剛 静岡大学

P13-05 社会的排斥と時間選好 （3）
期限有報酬課題への反応の検討

◯金子　迪大 東洋大学

 尾崎　由佳 東洋大学

P13-06 アクセサリー着装による気分の変容と他者への伝達 ◯遠藤　健治 青山学院大学

P13-07 幼児期から青年期における被服行動の経年変化

―幼児期における被服行動の高低に分けた2群の比

較―

◯乾　眞理子 華頂短期大学

 森下　正修 京都府立大学

P13-08 女子大生の友人グループ間の序列化認知と大学生活

への適応との関係

◯垂澤　由美子 甲南女子大学

P13-09 心理的安全風土は多元的無知の影響を低減するか？

男性の育児休業問題の文脈における検討

◯宮島　健 西南学院大学

 山口　裕幸 九州大学

P13-10 多元的無知の維持メカニズム

逸脱者罰と関係流動性に着目して

◯岩谷　舟真 東京大学 ・日本学術振興会

 村本　由紀子 東京大学

 小泉　喜之介 東京大学

 芹澤　鮎子 東京大学

 栗本　真奈 東京大学

P13-11 オーセンティック ・ リーダーシップ尺度日本語版 
（ALI-J） の作成

◯劉　婷 広島大学

 坂田　桐子 広島大学

P13-12 リーダーとフォロワーの関係が公正感 , およびリーダー

評価に与える影響

所属期間が短期のフォロワーと長期のフォロワーの比較

◯森下　雄輔 神戸学院大学

 谷口　淳一 帝塚山大学

P13-13 成員の迷惑行為への組織対応が他の成員におよぼす

影響 （3）
◯礒部　智加衣 千葉大学

P13-14 集団主義 ・個人主義が集団規範継承動機に及ぼす影

響 （1）
日英の比較調査から

◯尾関　美喜 東京国際大学

 Giovanni Travaglino University of Kent

P13-15 集団脱同一視が下位集団に対する同情に及ぼす影響

序列構造の変化知覚による差異

◯池上　知子 大阪市立大学

 安達　菜穂子 大阪市立大学
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P13-16 恩送りの規定要因 ：

公正世界信念とUpstream互恵性の関連

◯山本　仁志 立正大学

 梅谷　凌平 立正大学

P13-17 グループワークと社会的ジレンマ （１）

―公共財ゲーム指標に関して―

◯安念　保昌 愛知みずほ大学

 高橋　徹 愛知みずほ大学

P13-18 グループワークと社会的ジレンマ （2）
―囚人のジレンマゲーム指標に関して―

◯高橋　徹 愛知みずほ大学

 安念　保昌 愛知みずほ大学

P13-19 能力の多様性と集団内協力

エージェントベースシミュレーションによる検討

◯仲間　大輔 （株）リクルートマネジメントソリューションズ ・東京大学

 渡部　幹 モナシュ大学

P13-20 入れ子型の社会的ジレンマにおける協力行動の推移と

罰の効果

◯北梶　陽子 広島大学

 稲葉　美里 関西大学 ・日本学術振興会

P13-21 不確実性が協力 ・利他行動に与える影響

プログレスレポート

◯後藤　晶 多摩大学 ・明治大学

P13-22 ストレス状況下におけるマインドセットの変容の観点から

みた過剰適応者の人並みを志向するメカニズムの検討

◯濵崎　洋嗣 近畿大学

 塩崎　麻里子 近畿大学

P13-23 組織運営におけるリーダーシップ機能に帰属複雑性や

ストレスコーピングが及ぼす影響

◯武藤　麻美 大阪経済法科大学

P13-24 新しい同調行動尺度の提案と検証 ：

規範的影響と情報的影響以外の視点から

◯ケイン　聡一 広島大学

 岡田　涼 香川大学

 中島　健一郎 広島大学

P13-25 共有リーダーシップの効果はダイバーシティに左右され

るか

性別ダイバーシティの調整効果に関する実験的検討

◯秋保　亮太 中京大学

 越智　宏朗 九州大学

 山口　裕幸 九州大学

 池田　浩 九州大学

P13-26 社会的状況下の意思決定における規則の影響に関す

る検討

◯井出野　尚 徳山大学

 高橋　英彦 京都大学

 竹村　和久 早稲田大学

P13-27 勢力と地位が非倫理的行動に及ぼす影響

―勢力と地位の交互作用の検討―

◯西村　悠人 広島大学

 坂田　桐子 広島大学

P13-28 就労者の社会適応力が感情調節方略に及ぼす影響 ◯藤本　学 立命館大学

 古賀　弥生 九州産業大学

P13-29 緊急事態に対応する組織

組織事故研究から見た福島第一原発事故

◯小久保　みどり 立命館大学

P13-30 車掌の案内放送に対する旅客からのポジティブフィード

バック （１）

―お褒めの言葉を獲得しやすい案内放送と車掌の特

徴―

◯菊地　史倫 （公財） 鉄道総合技術研究所

 山内　香奈 （公財） 鉄道総合技術研究所

P13-31 協働関係における行為者の役割と社会的ネットワークの

近接性

―中国の映画産業を対象とした検討―

◯陳　佳玉 名古屋大学

 五十嵐　祐 名古屋大学

P13-32 内定獲得者からの情報が受け手の妬み感情や努力意

識の生起に及ぼす影響

◯辻川　典文 神戸親和女子大学
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P13-33 稼得意識尺度の作成

―職業キャリア ・ レディネスと目標指向性との関連―

◯松並　知子 武庫川女子大学

 上野　淳子 四天王寺大学

P13-34 若年就労者の職場適応を規定する在学中の要因 （3）
―就職活動中のストレス， 自己効力感， 役割占有感が

就職前の不安に及ぼす影響―

◯風間　文明 十文字学園女子大学

 山下　倫実 十文字学園女子大学

P13-35 炎上加担者はどのような人物か

「広めること」 に着目して

◯森芳　竜太 東京大学

 白岩　祐子 東京大学

 唐沢　かおり 東京大学

P13-36 パーソナリティ推定に基づくTwitter炎上関与者の分析 ◯小川　祐樹 立命館大学

 高　史明 神奈川大学

 鳥海　不二夫 東京大学

P13-37 公的自己意識とフォロワー数がTwitterの投稿内容に及

ぼす影響

◯栗林　克匡 北星学園大学

P13-38 SNSの積極的対人利用と主観的幸福感， 友人関係満

足感との関連

性別と年代を要因とした検討

◯西村　洋一 北陸学院大学

P13-39 集団意思決定のゲーム構造がLINEの返信行動に及ぼ

す影響

◯本田　志穂 広島大学

 小宮　あすか 広島大学

 中西　大輔 広島修道大学

 小杉　考司 専修大学

P13-40 スマホゲームへの関与度とゲーム内行動の関係につい

て

高スマホゲーマーはゲームの中では社交的か

◯山下　玲子 東京経済大学
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在席責任時間　奇数番号：9 : 40～10 : 25　偶数番号：10 : 05～10 : 50

P21-01 セルフコンパッションと目標の挫折経験への対処の関連

性

◯宮川　裕基 帝塚山大学

 谷口　淳一 帝塚山大学

 新谷　優 法政大学

P21-02 潜在的自尊心を測定する尺度間の相関関係の検討 ◯澤海　崇文 流通経済大学 ・教育テスト研究センター （CRET）
 稲垣　勉 鹿児島大学 ・ CRET
 相川　充 筑波大学 ・ CRET

P21-03 恋愛強迫観念の性差 ◯山岡　重行 聖徳大学

P21-04 日本語版MW-DおよびMW-Sの作成と信頼性 ・妥当

性の検討

◯山岡　明奈 筑波大学 ・日本学術振興会

 湯川　進太郎 筑波大学

P21-05 「フォト ・ ベースド ・ コミュニケーション」 の心理 ・教育

的効果

自己表現を通じた肯定感の回復に向けて

◯林　幸史 大阪国際大学

 青野　明子 大阪国際大学

 相葉　幸子 フォトスタジオ soramark

P21-06 自尊心 IATにおける刺激語が IAT効果に与える影響

ジェンダー ・ ステレオタイプ関連語を用いた検討

◯中井　彩香 首都大学東京

 森川　健太 首都大学東京

 沼崎　誠 首都大学東京

P21-07 恋人の愛着機能は幼少期の愛着を補償するか

青年期の自己受容への影響

◯外尾　安由子 大阪市立大学

 池上　知子 大阪市立大学

P21-08 サポーティブな他者の想起は 「やる気」 を高めるか？

ソーシャル ・ サポートと自我枯渇状況下における課題

のパフォーマンス

◯埴田　健司 東京未来大学

 蒲谷　瑞季 （株）SNG

P21-09 shift-and-persist strategiesは人々の精神的健康を促す

のか

◯李　受珉 広島大学

 戸谷　彰宏 広島大学

 中島　健一郎 広島大学

P21-10 出産前後における抑うつ変化の促進要因としての完全

主義

潜在変化モデルによる検討

◯古谷　嘉一郎 北海学園大学

 相馬　敏彦 広島大学

 長沼　貴美 創価大学

 西村　太志 広島国際大学

P21-11 気分状態が援助行動意図における合意性推定に及ぼ

す影響

◯下田　俊介 東洋大学

P21-12 孤独感と身体的温かさの選好の関連についての再検討 ◯工藤　恵理子 東京女子大学

P21-13 説明経験が説明対象の実在性認知に与える影響2
菅 ・宮本 ・太幡 （2015） の再検証

◯菅　さやか 慶應義塾大学

 宮本　聡介 明治学院大学

 太幡　直也 愛知学院大学

P21-14 くすぐったいなら離れよう、 でも痒いなら近づこう ◯岡村　靖人 追手門学院大学 ・日本学術振興会

 浦　光博 追手門学院大学

P21-15 偶然に存在する数値の係留効果と認知欲求による調整

Critcher & Gilovich （2008, 研究2） の直接的追試

◯藤島　喜嗣 昭和女子大学

 渡邊　寛 筑波大学

 平石　界 慶應義塾大学

 三浦　麻子 関西学院大学
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P21-16 被視点取得の知覚、 感情や思考の伝達および被視点

取得欲求が対人認知に及ぼす影響

◯鈴木　雄大 日本大学

 田中　知恵 明治学院大学

P21-17 社会的排斥による単純接触効果の抑制プロセスの検討 ◯川上　直秋 島根大学

 金谷　英俊 立命館大学

 西崎　友規子 京都工芸繊維大学

 永井　聖剛 立命館大学

P21-18 SNS利用におけるリスク認知の第三者効果とその関連

要因の検討

◯山本　真菜 大妻女子大学

 宮下　達哉 日本大学

 堀川　佑惟 日本大学

 木村　敦 日本大学

 岡　隆 日本大学

P21-19 大学生の授業参加意欲と教員との心理的距離との関連

解釈レベルを用いた検討

◯寺田　未来 大阪電気通信大学

 金森　啓介 大手前大学

P21-20 自由意志信念が量刑判断に及ぼす影響

顕在的動機との関連に着目して

◯笠原　伊織 東京大学

 唐沢　かおり 東京大学

P21-21 選択の主体とサンプルサイズが全体の推定に与える影

響

◯土屋　耕治 南山大学

P21-22 弱い紐帯から得た 「幸運」 とは ◯村上　幸史 神戸山手大学

P21-23 送り手の集団成員性が受け手の感情共有に及ぼす影

響

◯田中　知恵 明治学院大学

P21-24 赤の服装が女性に対する性的魅力と意図の推測に及

ぼす影響

◯石井　国雄 清泉女学院大学

 田戸岡　好香 高崎経済大学

P21-25 評判が短期配偶志向に与える影響 ：

社会人を対象とした検討

◯新井田　恵美 東洋大学

 堀毛　一也 東洋大学

P21-26 配偶者獲得動機の顕現化は社会的行動や判断に影響

を及ぼさないのか？

―配偶形態 ・個人差の調整効果を含めた検討―

◯沼崎　誠 首都大学東京

 天野　陽一 首都大学東京

 松崎　圭佑 首都大学東京

 中井　彩香 首都大学東京

P21-27 テロ脅威報道接触後の外集団成員排斥にワーキングメ

モリキャパシティが及ぼす影響

◯吉田　綾乃 東北福祉大学

P21-28 連続して増減する価格情報と予測価格 ◯野田　理世 金城学院大学

P21-29 宗教プライミングによる偏見および向社会性への影響

Clobert, Saroglou, & Hwang （2015） の追試的検討

◯樋口　匡貴 上智大学

 宮武　沙苗 上智大学

P21-30 家事育児と仕事の目標

―特性レベルからの検討―

◯高林　久美子 東京女子大学

P21-31 客体的自覚はズル行動を抑制するか？

鏡と声が日本人に与える効果の比較

◯成田　明日香 神戸大学

 石井　敬子 名古屋大学

P21-32 日本人大学生のセルフ ・ アイデンティティ ◯外山　みどり 学習院大学

P21-33 Big Fiveによる住居移動の予測

―大学進学にともなう上京について―

◯吉野　伸哉 早稲田大学

 小塩　真司 早稲田大学
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P21-34 クリティカルシンキング志向性に対する性格特性および

クリティカルシンカーに対するパーソナリティイメージの

影響

◯矢澤　順根 広島大学

 作田　由衣子 実践女子大学

 中島　健一郎 広島大学

P21-35 毒をもって毒を制す

「ダークな」 人たちがリーダーに選ばれる時

◯増井　啓太 追手門学院大学

 浦　光博 追手門学院大学

P21-36 社交不安に影響を与える要因の検討

対人的欲求と評価への恐れから

◯吉澤　英里 環太平洋大学

P21-37 ユーモアコーピング尺度 （HCQ） の作成と信頼性 ・妥

当性の検討

◯本郷　亜維子 放送大学

P21-38 文化的自己観は伊達マスク ・ 伊達サングラスの着用を

予測するか

◯原田　知佳 名城大学

P21-39 存在論的恐怖に対する対処方略の相対的用いられや

すさ

―日本の中年期の人々に関する検討―

◯戸谷　彰宏 広島大学

 中島　健一郎 広島大学

P21-40 「婚活」 意欲を高める心理的要因について

婚活への考え方と婚活意欲についての関連

◯太田　彩子 筑波大学
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P22-01 ネット利用行動と外国人イメージ ◯佐久間　勲 文教大学

 日吉　昭彦 文教大学

P22-02 メディアの中の他者の意見 ◯北川　茉里奈 関西学院大学

 稲増　一憲 関西学院大学

P22-03 買物意識尺度の作成 （1）
Web調査における2次元モデルの検討

◯大久保　暢俊 東洋大学

 山田　一成 東洋大学

 鷹阪　龍太 東洋大学

P22-04 買物意識尺度の作成 （2） ：
Web調査における再検査信頼性の検討

◯山田　一成 東洋大学

 大久保　暢俊 東洋大学

 鷹阪　龍太 東洋大学

P22-05 シニアの購買意欲の影響要因について

経済的要因と心理的要因の関連

◯新井　範子 上智大学

P22-06 倫理的消費の経験と態度の関連性 ◯泉水　清志 育英短期大学

P22-07 How an anthropomorphic product affects self-control 
when making purchase decision
Based the study of ERP

◯Qiulu Shou Tamagawa University
 Xiaoyi Wang Zhejiang University

P22-08 主観的損失感による購買関連現象の解明

購買延期と低価格ブランドへの遷移及び節約行動の特

徴

◯若山　大樹 駒澤大学

P22-09 制御資源の枯渇による衝動買いへの影響とその後の制

御行動 ：

衝動買いは制御資源の回復に繋がるか？

◯小関　優花 京都橘大学

 前田　洋光 京都橘大学

P22-10 質問紙への回答における文脈効果のメカニズム

―プライミングの影響の抑制による印象操作検出の試

み―

◯木村　邦博 東北大学

 上原　俊介 鈴鹿医療科学大学

P22-11 データを毀損するのは調査モニタか， インターフェース

か？

―調査モニタに対するWeb調査と郵送調査の比較―

◯高橋　伸彰 佛教大学

 成田　健一 関西学院大学

P22-12 美容 ・理容室に対するネガティブ感情

―美容 ・理容室を嫌だと思う理由の因子分析―

◯岸本　慎司 大阪樟蔭女子大学

 松下　戦具 大阪樟蔭女子大学

P22-13 観光旅行者のリピート行動に関する研究 （1）
どんな人が， なにを感じ， 同じ場所を訪ねるのか

◯岡本　卓也 信州大学

P22-14 公共広告の描く世界 （2）
登場人物とCMコンセプトの特徴

◯山本　明 中部大学

P22-15 子ども向け広告手法に対する母親の態度調査

―日米英の比較―

◯藤井　達也 武蔵大学

P22-16 モデルの表情と性別が衣服の好ましさに与える影響

―日本人女性を評定者とした検討―

◯高橋　望 琉球大学
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P22-17 2017年衆議院選挙におけるニュース番組の事例的研

究

着目された女性候補者たち

◯石山　玲子 成城大学

P22-18 ルーツ観光が移民子孫のアイデンティティに及ぼす影

響

―沖縄系移民の第三 ・第四世代の語りを通して―

◯前村　奈央佳 神戸市外国語大学

 加藤　潤三 琉球大学

P22-19 日本人の海外留学と文化的自己観の関連 ◯高比良　桃子 広島大学

 小宮　あすか 広島大学

P22-20 住居流動性が平等分配規範に及ぼす影響

仮想場面法を用いた検討

◯小宮　あすか 広島大学

 大石　繁宏 University of Virginia
 Matt Motyl University of Illinois-Chicago

P22-21 The Effects of Essentialist Beliefs on Pro-Social Attitudes
A Prediction from Behavioral Ecology

◯塚本　早織 愛知学院大学

 Oliver Sng University of Michigan

P22-22 死の顕現性が絵画評価に与える効果の検討 ◯白石　浩喜 東京大学

 平石　界 慶應義塾大学

P22-23 非言語行動による社会的地位の伝達における文化差 ◯伊藤　篤希 京都大学

 Matthias Gobel Brunel University
 内田　由紀子 京都大学

P22-24 居住地流動性が金銭的消費による幸福感に及ぼす影

響

◯大薗　博記 鹿児島大学

 松永　奈々 九州大学

P22-25 面子維持尺度の再検討

日中大学生を対象に

◯林　萍萍 神戸大学

 米谷　淳 神戸大学

P22-26 規範の厳格さと教室秩序の関連

―PISA2015年調査 ・社会調査データの二次分析によ

る検討―

◯河村　悠太 京都大学 ・日本学術振興会

 楠見　孝 京都大学

P22-27 日本文化の個人主義化

家族構造の経時的変化 , 1947–2015
◯荻原　祐二 東京理科大学

P22-28 出る杭が打たれる社会の人々は人前で褒められたくな

い

◯張　鳳芝 北海道大学

 結城　雅樹 北海道大学

P22-29 妖怪の生起メカニズムと社会的役割の検討 （1）
他者による承認が非科学的事象遭遇時の感情喚起に

与える効果

◯高橋　綾子 東洋大学

 滝口　雄太 東洋大学

 桐生　正幸 東洋大学

P22-30 親切行動を行う意欲がポジティブ感情に与える影響

コミュニティ倫理の調整効果に着目して

◯Claudia Gherghel 名古屋大学

 橋本　剛 静岡大学

 Dorin Nastas クザ大学

P22-31 肯定的感情に対する協調的幸福感と県の社会構造的

要因の効果

◯一言　英文 福岡大学

 Thomas Talhelm University of Chicago

P22-32 発表取消

P22-33 日中大学生の学習動機付けと大学適応感が不登校傾

向に及ぼす影響

―自己制御能力と拒絶反応性の検討から―

◯羅　竹 日本大学

 堀川　佑惟 日本大学

 許　燕 北京師範大学

 黎　志军 湖南農業大学

 岡　隆 日本大学
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P22-34 曖昧さへの耐性の観点からみた異文化間能力とは？

認知的完結欲求と文化的知性尺度を用いた検討

◯中尾　元 京都大学

 内田　由紀子 京都大学

P22-35 中国文化を反映した社会的スキル ・ トレーニングは日

本人大学生の行動を変えるのか？

―中国人観察者によるトレーニング効果の客観的検

証―

◯毛　新華 神戸学院大学

 木村　昌紀 神戸女学院大学

P22-36 金融機関における特殊詐欺対策に関する心理学的検

討 （３）

現状対策に対する利用者の意見分析

◯木村　真利子 立正大学

 西田　公昭 立正大学

P22-37 大学生のアルバイト就労と疲労状態との週内変動

―2週間の短期縦断調査による予備的検討―

◯髙本　真寛 横浜国立大学

P22-38 日本の少子高齢化と人口密度

都道府県人口密度と生活史戦略の相関分析

◯松田　昌史 NTTコミュニケーション科学基礎研究所

P22-39 スポーツ庁のガイドラインと運動部活動の現場の比較 ◯安部　健太 学習院大学
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P23-01 ウェル ・ ビーイング活性化に関するweb介入の試み

― （１） 介入内容の選択に関する調査結果―

◯堀毛　一也 東洋大学

 堀毛　裕子 東北学院大学

P23-02 介入によるストレスマインドセットの変化と主観的健康 ◯伊藤　晃碧 立正大学

P23-03 日本の若者における喫煙行動の男女差

2016年 JYPAD調査の結果

◯三好　美浩 岐阜大学

P23-04 「男と女はこんなに違う！」 を受け入れるのは誰か （1）
女子大学生の両面価値的性差別態度とジェンダー自尊

心に着目して

◯倉矢　匠 東洋大学

P23-05 夫にとっての夫婦関係満足度

男性役割態度と夫 ・父親役割要求による検討

◯渡邊　寛 筑波大学 ・日本学術振興会

P23-06 好意的性差別は女性の昇進意欲を阻害するか

―状態自尊心の役割に注目して―

◯坂田　桐子 広島大学

 唐　晨 （株）かんぽ生命保険

P23-07 女性に対する差別的態度を検討する

クラスター分析による分類

◯森永　康子 広島大学

 福留　広大 広島大学

 坂田　桐子 広島大学

 北梶　陽子 広島大学

 大池　真知子 広島大学

P23-08 男性による性犯罪被害女性への非難についての検討

不安定な男性性とレイプ神話

◯漆谷　紗耶 広島大学

 森永　康子 広島大学

P23-09 高齢者になった自己を想像することの心理的影響 ◯竹内　真純 神戸大学 ・日本学術振興会

 片桐　恵子 神戸大学

P23-10 介護ロボットの生物らしさの知覚が利用意図に与える影

響

◯谷辺　哲史 東京大学 ・日本学術振興会

 唐沢　かおり 東京大学

P23-11 反社会的行動の行動決定心的過程の因子構造に関す

る検討

―小中学生対象の大規模サンプルデータを用いた検

討―

◯吉澤　寛之 岐阜大学

 吉田　琢哉 岐阜聖徳学園大学

 浅野　良輔 久留米大学

 玉井　颯一 名古屋大学

 吉田　俊和 岐阜聖徳学園大学

P23-12 プライミング刺激が道徳不活性化と攻撃性に及ぼす影

響

◯杉田　明日香 追手門学院大学

 有馬　淑子 京都学園大学

P23-13 非行少年における共感性と攻撃性による粗暴行為の予

測

◯山脇　望美 名古屋大学

 河野　荘子 名古屋大学

P23-14 中国における性犯罪に関する一研究 ◯田　楊 東洋大学

 滝口　雄太 東洋大学

 桐生　正幸 東洋大学

P23-15 批判的思考とメディア接触が治療的な司法への支持に

与える効果

◯松木　祐馬 早稲田大学

 向井　智哉 早稲田大学

P23-16 裁判員裁判の心証に影響する因子について

―個人の信念 ・意識が量刑判断に及ぼす影響―

◯北折　充隆 金城学院大学
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P23-17 発表取消

P23-18 高齢女性のナラティヴにみるレジリエンス要因 ◯高井　範子 大阪行岡医療大学

P23-19 接骨院の先生のイメージ

SD法による柔道整復師職業イメージの検討

◯橋本　泰央 帝京短期大学 ・早稲田大学

P23-20 ゴミ分別行動に関連する要因の検討 ◯片桐　恵子 神戸大学

 田畑　智博 神戸大学

P23-21 不用衣類の寄付行動にギフトエイド制度の還付率が及

ぼす影響

◯前田　洋枝 南山大学

P23-22 若者の自然観と環境問題

―インタビュー調査による予備的考察―

◯川端　美樹 目白大学

P23-23 日常的防災教育プログラムの開発に関する研究 （1）
学校教育で育成する力と災害自己効力感

◯西道　実 奈良大学

P23-24 沖縄人のモーダルパーソナリティの経年変化 ◯加藤　潤三 琉球大学

P23-25 街歩き謎解きゲームの心理的効果

気分および地域イメージの変化と， 地域ロイヤルティへ

の影響

◯阿部　晋吾 梅花女子大学

 森　一誠 パソナ ・パナソニックビジネスサービス（株）

P23-26 子どもを育む学校 ・家庭 ・地域間連携に関する研

究 （３）

―保護者 ・地域住民 ・教師のチームワークが子どもの

学級適応感に及ぼす影響―

◯吉田　琢哉 岐阜聖徳学園大学

 吉澤　寛之 岐阜大学

 浅野　良輔 久留米大学

 玉井　颯一 名古屋大学

 吉田　俊和 岐阜聖徳学園大学

P23-27 社会変革へのコミットメントに対する地域活動推進スキ

ルの効果

◯髙橋　尚也 立正大学

P23-28 逆説的効果信念が思考抑制と反すうの関係に与える調

整効果

◯服部　陽介 京都学園大学

P23-29 家族樹形図療法における経年による認識の変化 ◯高山　智 青山学芸心理

 福住　幸代 青山学芸心理

P23-30 先延ばしの際に生じる意識は課題成績に影響を及ぼす

か？ （1）
先延ばし意識特性と行動実態の関連に関する実践的

研究

◯高田　治樹 目白大学

 小浜　駿 宇都宮共和大学

P23-31 先延ばしの際に生じる意識は課題成績に影響を及ぼす

か？ （2）
先延ばしを低減するためのタイプ別教示とその効果

◯小浜　駿 宇都宮共和大学

 高田　治樹 目白大学

P23-32 公立小 ・中学校教員のインクルーシブ教育に対する認

識

教員の被援助志向性と学校組織の協働性認知の交互

作用効果

◯橋本　博文 安田女子大学

 前田　楓 安田女子大学

 佐藤　剛介 名古屋大学

P23-33 専攻学問に対する価値と授業外学習時間の関連 ◯松本　明日香 愛知淑徳大学

 小川　一美 愛知淑徳大学

 斎藤　和志 愛知淑徳大学
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P23-34 授業中の私語への複数教員による対応に関する態度

自分自身による対応への生徒の反応に着目して

◯出口　拓彦 奈良教育大学

P23-35 世論調査の提示が情報探索に及ぼす影響 ◯安野　智子 中央大学

P23-36 日本の対米従属認識が利己主義的 ・拝金主義的人間

観に及ぼす影響

◯林　幹也 明星大学
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